
実 施 報 告 書 

１．課題名    「シロザケの回遊・回帰と SDGs」展示物の製作 

２．実施者氏名  旭川市科学館 学芸員 川辺英行 

３．実施内容 

シロザケ（Oncorhynchus keta）は北海道における主要な回遊魚の一種であり、アラス

カ湾やベーリング海で成長して母川に回帰して繁殖する。 

この回遊ルートとプランクトン濃度分布及び海水温分布をインタラクティブ地球儀

「sphere」で表現し、遡上する河川環境における課題を交えて解説する展示物を制作した。 

４．実施期間・場所 

（１）期間 2025 年 4 月から 2026 年 3 月まで 

（２）対象区域 旭川市内 

５．事業の目的 

旭川にシロザケが遡上している事実とともに、気候変動とシロザケ回帰の関係性や、河

川環境と人の暮らしの関係性を SDGs の視点で観覧者に周知することにより、地域の自然

環境に対する関心を高め、SDGs を「自分事」として捉える機会とする。 

６．事業の実施結果 

（１）展示物のコンテンツ制作 

ア 展示物の構成（ハード） 

インタラクティブ地球儀「sphere」はタブレット端末を本体とし、プロジェクターに

出力した映像を半球状のディスプレイに投影して地球を表現する装置である。 

また、タブレットの表示画面には映像資料や文字情報を表示可能であり、サブディス

プレイとして機能する。 

本事業では、この「sphere」を核とし、タブレットの表示画面を大画面のモニターに

転送して複数名で観覧できる構成とした。 

イ 展示物の構成（ソフト） 

全体をグローバルパートとローカルパートの二部構成とした。 

a グローバルパート 

母川（忠別川）で孵化したシロザケの稚魚が日本海の河口を出発し、成長して日本

海に回帰するまでを紹介した。 

日本系シロザケの主要な回遊ルートの推定（浦和,2000）に基づく回遊経路を時系列

で紹介した後、海洋プランクトン濃度分布図及び海水面温度の分布図の時系列データ



による重ね合わせを個別に行うことによって、シロザケの回遊ルートが餌資源と最適

水温の両面において合理的なものであることを示した。 

また、気候変動とともに海水面温度が上昇した場合、シロザケの回遊ルートに変化

が生じ、母川への回帰行動に深刻な影響が生じる可能性についても言及した。 

b ローカルパート 

旭川市内の忠別川では、シロザケの自然再生産が成立している。日本海に回帰した

シロザケが母川を遡上し、産卵・ふ化するまでの障害について紹介した。 

忠別川は国内有数の流域面積を誇る石狩川の一次支流であり、産卵床が確認されて

いる区域までの約 160km を遡上している。そこに至るまでには数多くの河川構造物

が存在し、自然保護団体と河川管理者の協議を経て、シロザケも含む多くの回遊性生

物の移動を妨げないための魚道が措置されている。 

また、忠別川においてシロザケの産卵床が確認されている区域の上流部には、浄水

場の取水堰が存在する。ここに土砂が堆積すると厳冬期にアイスジャムが発生し、取

水障害ひいては上水道の供給に支障が生じるおそれがある。これを防ぐために台風に

よる増水が落ち着いた時期に浚渫工事が行われるが、その際に生じる濁水がシロザケ

産卵床に堆積し、ふ化した稚魚が出られずに死滅するおそれがある。 

水道事業者とシロザケ保護の立場が協議することによって飲用水の供給（目標６）

と産卵床の保護（目標１４・１５）を両立できるように工期を設定することが可能で

あり、分野や立場の垣根を超えて協力し合うことこそが、SDGs の 17 番目に掲げられ

たパートナーシップの重要性であることを示した。 

（２）展示事業の実施 

ア 展示の概要 

a 展示名  ミニ展示「シロザケの生態」 

b 会場  旭川市科学館 常設展示室前 

c 会期  2025 年 10 月 22 日から 12 月 21 日まで 

d 観覧者数  3,487 人 

※PC で制御する足踏み式の２択アンケートを実施し、その回答数を観覧者とした。 

イ 展示の効果 

当館では毎年、野外事業として「シロザケの産卵行動」を開催している。シロザケの

基本知識と現状をスライドで学び、遡上するシロザケを見学する内容であるが、ライフ

ジャケットの着用を求めるため参加者数を 15 人～20 人に制限せざるを得ない。 

現地で実際の産卵行動を見学するという体験こそ得られないものの、シロザケの現状

について 3,487 人に対して周知することができた。 

また、上記のアンケートでは「この展示を見てシロザケに興味を持ったか」どうかを

問うものであったが、1,923 人から「はい」との回答があった。 



７．事業を終えて 

前述のアンケート結果では、全体の 55％「この展示を見てシロザケに興味を持った」

と回答している。 

来館者の大部分が小学生であることを考慮すると、「石狩川河口から約 160km という

稀有な長距離を遡上し、遠い海洋で蓄えた栄養分を旭川近郊の自然環境に供給している」

事実を周知するという、当初の目的については概ね達成したと考えられる。 

水源のほぼ全量を忠別ダムからの放水に依存している忠別川では、河川管理者の行動

が河川生態系に大きな影響を及ぼす。シロザケの産卵時期よりもダム放流量を減らした

ことで、河川水位が低下し産卵床が干上がった（仔魚の段階で死滅した）事例もある。 

治水を目的とした大規模な河畔林の伐採によって河川環境の変化も生じており、シロ

ザケ産卵床調査を継続している立場からも、今回の展示制作を通して、河川管理者との

パートナーシップをより一層強化していく必要性について改めて感じた。 

 

 

 

 

図1 インタラクティブ地球儀「スフィア」 

 

図４ 回遊経路とプランクトン③ 

 

図５ 回遊経路と海水面温度① 

 

図３ 回遊経路とプランクトン② 

 

図２ 回遊経路とプランクトン① 

 

図６ 回遊経路と海水面温度② 



 

 

図７ ローカルパート① 

 

図８ ローカルパート② 

 

図９ ミニ展示「シロザケの生態」 


